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このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

令和４年第２回議会定例
会 は、 ６ 月14日 ～16日 の
３日間の日程で開かれまし
た。

条例の制定、一部改正、
契約の締結・変更、土地の
取得、補正予算などの議案
が提出され、いずれも原案
のとおり可決されました。

内容は次のとおりです。
令和３年度繰越予算の報告

事　業　名 繰越額

一
　
般
　
会
　
計

中野地区復興産業拠点整備事業業務委託料 ２，４８１円

双葉駅西地区住宅団地等整備事業業務委託料（第一地区分） １，８７５円

仮設庁舎整備事業 ５００円

ＩＲＵ光ファイバーケーブル新設事業 ２８，９００，０００円

双葉駅西地区復興拠点整備事業 ７１，４２９，９０１円

住民記録システム改修事業 ２，７３４，０００円

住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業 ３５，３２０，９８４円

商業施設整備事業 ２２，９１０，０００円

消防施設整備事業 １８，７８０，０００円

災害対策事業 １３，５４９，１００円

公共土木施設災害復旧事業 １３９，７８２，４００円

公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計

双葉駅西側第一地区下水道施設整備事業 １，７４１円

前田川１号雨水幹線改修事業 ９６，３１０，０００円

【目　　的】
　双葉駅西側第二地区一団地の復興再
生拠点市街地形成施設事業用地として

【取得する土地】
　・大字長塚字原田地内 ５，９００．４５㎡
 ・大字長塚字深谷地内　　 ８，６３８㎡

住民税非課税世帯等臨時特別給付金　
　　　　　　　　　　　３０，０００千円
子育て世帯生活支援特別給付金
　　　　　　　　　　　２７，０００千円
双葉町内防犯・防災パトロール事業
　　　　　　　　　　　　　業務委託料　　　　　
　　　　　　　　　　１００，０００千円
消防団屯所新築工事請負費 ４００，０００千円
有形文化財登録事業補助金
　　　　　　　　　　　５３，８４５千円

土地の取得 主な補正予算
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このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

●双葉町診療所設置条例の制定
　 長塚字町西地内に建設中の双葉町診療所の設置及び管理に関して、使用料など必要な事項定

めるため制定

●双葉町役場庁舎移転に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
　�双葉町いわき事務所から双葉町役場仮設庁舎への移転を踏まえ、役場の所在地の改正や公告

を公布する掲示場の改正などを行うための改正

●令和４年度東日本大震災等による被災者に対する町税等の減免に関する条例の一部改正
　 町内転入者のうち、「東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う避難指示区域等における被

保険者等の一部負担金及び保険料（税）の免除措置等に対する財政支援の延長について」に
規定する国民健康保険税及び介護保険料の財政支援の対象外となる方について減免対象外と
する旨の改正

●双葉町国民健康保険税条例の一部改正
　�地方税法等改正に伴う所要の改正を行い、令和４年度双葉町国民健康保険税の課税額算定に

伴い、医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分それぞれの税率を改正するための
改正

●下水道維持補修工事（長塚工区）
　相手方　田中建設株式会社
　金　額　５３，９００，０００円

●下水道維持補修工事（新山工区）
　相手方　東鉄工業株式会社福島営業所
　金　額　９８，８９０，０００円

●越田１号線外１路線道路災害復旧工事
　相手方　株式会社伊藤工務店
　金　額　７４，８００，０００円

●水処理センター建設工事業務委託
　変更前　９１９，０００，０００円
　変更後　８３７，２９５，０００円

●前田川１号雨水幹線樋管部改修工事
　変更前　１０１，２００，０００円
　変更後　１２０，４５７，７００円

●双葉町仮設庁舎建設工事
　変更前　１，３３１，０００，０００円
　変更後　１，３６７，１０２，０００円

第２回
定　例　会
６月14日～16日

契約の締結

条例の制定・一部改正

契約の変更
（契約金額の変更）
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【出席委員】   山根辰洋委員長、作本信一副委員長、岩本久人委員、高萩文孝委員
【事��件��名】 町民帰還に向けた医療・福祉サービス提供体制の現状及び方針について
【調��査��日】 令和４年４月13日、５月13日
【報告の概要】

■短期的な取り組みに対しての提言
①近隣町との連携及び情報共有　
②庁内における横断的な連携の強化
③町民に寄り添える拠点等の整備・運営の検討

■中長期的な取り組みに対しての意見
①２次医療・３次医療体制の整備
②  ５年後の事業運営課題に対してあらゆる可能性を
　見据えた方針の検討
　

産業厚生常任委員会調査報告書

６月定例会の採決状況６月定例会の採決状況
件　　　名 議 決 結 果

令和３年度双葉町一般会計継続費逓次繰越しの報告について 報　　 告

令和３年度双葉町公共下水道事業特別会計継続費逓次繰越しの報告について 報　　 告

令和３年度双葉町一般会計繰越明許費繰越しの報告について 報　　 告

令和３年度双葉町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越しの報告について 報　　 告

双葉町診療所設置条例の制定について 原 案 可 決

双葉町役場庁舎移転に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 原 案 可 決

令和４年度東日本大震災等による被災者に対する町税等の減免に関する条例の一部改正について 原 案 可 決

双葉町国民健康保険税条例の一部改正について 原 案 可 決

水処理センター建設工事業務委託契約の一部変更について 原 案 可 決

前田川１号雨水幹線樋管部改修工事請負契約の一部変更について 原 案 可 決

双葉町仮設庁舎建設工事請負契約の一部変更について 原 案 可 決

下水道維持補修工事（長塚工区）請負契約の締結について 原 案 可 決

下水道維持補修工事（新山工区）請負契約の締結について 原 案 可 決

越田１号線外１路線道路災害復旧工事請負契約の締結について 原 案 可 決

土地の取得について 原 案 可 決

土地の取得について 原 案 可 決

令和４年度双葉町一般会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

令和４年度双葉町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

令和４年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

双葉町議会会議規則の一部改正について 原 案 可 決

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書案 原 案 可 決

議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 決 定

議員巡遣の件 決 定

〔
健
康
福
祉
課
に
よ
る
説
明
〕
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　　「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、
　　　　　　被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書
　東日本大震災から11年が経過しました。東日本大震災で被災をし、経済的理由により就学等が
困難な子どもを対象に、「被災児童生徒就学支援等事業」が全額国庫負担の単年度の交付金事業
として行われています。令和４年度も、東日本大震災復興特別会計による被災児童生徒就学支援
等事業として計上され、９億円が予算化されています。
　この事業を通して、幼稚園児等の就園支援、小中学生に対する学用品等の援助や通学支援(ス
クールバス運行による通学手段の確保にかかる経費を含む)、高校生に対する奨学金支援、特別
支援学校等に在籍する児童生徒への就学奨励、私立学校及び専修学校・各種学校の授業料減免
などが実施されています。被災した子供たちには、学校で学ぶための極めて有効な支援事業とし
て機能しています。
　令和３年３月９日、『「復興・創生期間」後における東日本大震災からの復興の基本方針の変更
について』が閣議決定されました。その中で令和３年度から令和７年度までの５年間を新たな復
興期間として「第２期復興・創生期間」と位置づけ、令和３年度以降の復興の円滑かつ着実な遂
行を期するための取り組みが進められています。子どもの就学支援についても「支援の必要な子
どもの状況等、事業の進捗に応じた支援を継続する」としています。
　「被災児童生徒就学支援等事業」での「原子力災害被災地域」は小・中・高等学校、特別支援学校、
私立学校、専修学校・各種学校を対象とした就学援助、就学奨励、奨学金などの就学時支援事業
等となりました。今日においても、福島県では、令和３年４月１日時点で約５千６百人（自主避
難除く）もの子どもたちが県内外で避難生活を送っています。（福島県こども・青少年政策課公表）
経済的な支援を必要とする子どもたちは多く、子どもたちの就学・修学のためには、長期的な支
援がなくてはなりません。学校現場からも事業の継続を強く望む声が届いています。事業に係る
予算措置は単年度のため、事業が終了、もしくは規模が縮小することとなれば、自治体負担とな
ることも危惧されます。地方から「必要である」との声を中央に届けることが求められます。子
どもたちの就学・修学のためには、長期的な支援がなくてはなりません。
　福島の復興・再生に向けて手厚い支援が実施されていますが、引き続き被災者に寄り添う「被
災児童生徒就学支援等事業」による就学支援は必要です。予算措置が単年度で事業終了となれば、
被災児童生徒の就学支援に格差が生じることも危惧されます。令和５年度においても本事業を継
続し、必要な財政措置を行い、被災した子どもたちに継続した就学支援を実施できるようにする
必要があります。

　このような理由から、下記の事項の実現について強く要望します。

１．�東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子どもたちの就学・修学を保障するため、
令和５年度においても、全額国庫で支援する「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、十
分な就学支援に必要な予算確保を行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　
【提出先】
復興大臣、文部科学大臣、総務大臣、財務大臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 福島県双葉町議会

議員発議議員発議
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一般
質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただ
すものです。
　ここでは６月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目した
い質問を取り上げます。

【 菅野 博紀 議員 】

１．補償・賠償について
２．双葉町への帰還について
３．双葉町の除染について

【 岩本 久人 議員 】

１．特定復興再生拠点区域外の避難指示解除について
２．ALPS処理水の海洋放出について

【 山根  辰洋 議員 】

１．公共空間の復旧・整備について
２．町内での住民交流や対話の場づくりについて

【 小川 貴永 議員 】

１．東京電力の賠償のサポートについて
２．食品生産に関する第一次産業の安全性の確保について

町政町政にに切切りり込込む !む !

注目

注目

注目

注目
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質
　
問
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償
・
賠
償
に
つ
い
て
、

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
に
対
し
て
要
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
が
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長
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し
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国
、
東
京
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力
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賠
審

を
ス
ピ
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町
長
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す
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た
か
。

菅野 博紀 議員

＜菅野議員のその他の質問（概要）＞
双葉町への帰還について
質　　問： 福島第一原子力発電所の状況は町民帰還に影響はない

か。
町長答弁： 現時点では安全面における評価では町民の帰還に影響

はないという認識でいるが、不安払しょくのための説
明は必要と考える。

再 質 問： 万が一の事態が起きた時の責任の所在と避難ルートを
問う。

町長答弁：責任の所在は東京電力と国と考える。
住民生活課長：避難ルートは広域避難計画を見直し、策定する。
再々質問： 東京電力と国、県と協定書の締結が必要と考えるがい

かがか。
町長答弁：当然今後検討していかなくてはならない。
双葉町の除染について
質　　問： 特定復興再生拠点区域の除染はいつ終わるのか。拠点

区域外の除染計画は如何か。
町長答弁： 93％除染完了。未着手箇所については地権者の同意の

下、速やかに除染を行うよう環境省に求める。
　　　　　 帰還困難区域全域を避難指示解除するために必要な除

染、解体をこれまでどおり国に求めていく。
再 質 問：全域除染について国・東電に強く求める考えはあるか。
町長答弁： 時間はかかっても全て避難指示解除する考えに変わり

はない。
再々質問：町では私有地買取の考えはあるか。
町長答弁：検討する。

動画でも視聴可能です。



令和４年９月発行（8）第 140 号

質
　
問

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

外
に
対
す
る
政
府
方
針
に
つ

い
て
、
町
民
か
ら
不
信
・
不

安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

双
葉
町
帰
還
困
難
区
域
関
係

区
長
の
会
か
ら
の
要
望
書
や

住
民
説
明
会
で
の
意
見
を
踏

ま
え
、拠
点
区
域
外
の
除
染
、

家
屋
解
体
等
に
つ
い
て
町
の

方
針
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

国
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
の
基
本
方
針
の
中
で

「
帰
還
困
難
区
域
の
す
べ
て

を
避
難
指
示
解
除
す
る
」
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
具
体
的

な
見
通
し
は
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

町
と
し
て
は
希
望
す
る
町

民
が
全
員
帰
還
で
き
る
よ

う
、
２
０
２
０
年
代
早
期
の

帰
還
実
現
、
土
地
や
家
屋
等

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
地
元

と
丁
寧
に
協
議
す
る
こ
と
、

帰
還
困
難
区
域
全
域
の
避
難

指
示
解
除
に
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
方
針
を
明
ら
か

に
す
る
よ
う
国
に
対
し
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

再
質
問

　

拠
点
区
域
外
の
整
備
に
関

し
て
、
改
正
福
島
特
措
法
に

入
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

帰
還
希
望
者
の
み
部
分
的
除

染
、
家
屋
解
体
を
行
う
と
い

う
新
た
な
方
針
に
な
っ
た
理

由
、
拠
点
外
も
線
量
の
低
い

と
こ
ろ
か
ら
の
面
的
除
染
が

効
果
的
と
考
え
る
が
、
国
と

協
議
し
て
直
ち
に
除
染
に

入
っ
て
い
た
だ
け
る
か
、
こ

の
３
点
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

拠
点
区
域
外
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
法
律
で
は
な
く
閣

議
決
定
と
判
断
し
て
お
り
ま

す
。

　

新
た
な
方
針
に
な
っ
た
理

由
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
は

帰
還
希
望
者
に
い
ち
早
く

戻
っ
て
い
た
だ
く
た
め
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

線
量
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら

の
除
染
に
つ
い
て
は
、
戻
り

た
い
と
希
望
す
る
住
民
の
皆

さ
ん
を
優
先
し
て
行
う
と
い

う
こ
と
が
国
の
考
え
で
あ

り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今

後
示
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

再
々
質
問

　

国
の
帰
還
意
向
確
認
に
つ

い
て
、
帰
還
困
難
区
域
の
区

長
の
会
で
既
に
意
向
調
査
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
調
査

不
要
で
は
な
い
か
、
ま
た
、

幹
線
道
路
の
除
染
等
に
つ
い

て
、
来
年
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
か
、
拠
点
外
の

家
屋
解
体
事
前
申
請
を
認
め

る
こ
と
に
よ
り
立
入
規
制
緩

和
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。　

　

町
長
答
弁

　

国
の
意
向
調
査
は
、
全
体

的
な
把
握
を
目
的
に
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
道
路

の
除
染
と
バ
リ
ケ
ー
ド
解

除
、
拠
点
外
の
家
屋
解
体
申

請
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
と

協
議
し
ま
す
。

　

答 問
帰
還
困
難
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た

　
　
　

具
体
的
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
国
に
求
め
て
い
く

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外
の
除
染
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
屋
解
体
等
の
町
の
方
針
を
問
う

岩本 久人 議員

＜岩本議員のその他の質問（概要）＞
ALPS処理水の海洋放出について
質　　問：  理解醸成が進んでいないが、原発立地町としての対応

を問う。
町長答弁： 理解醸成については国において責任を持って取り組むべき。
　　　　　 ＡＬＰＳ処理水放出計画について、町として安全確保

を確認しているところ。
再 質 問 ： ＡＬＰＳ処理水に関しては、様々なトラブルが起きて

おり、地元の目で監視体制を強化する必要があるので
はないか。

町長答弁： トラブルがないように、町としては常に東京電力に申
入れを行っている。

住民生活課長： 安全確保の協定に基づき、安全監視協議会を設けている。
再々質問： 安全確保のための協議会を地元に設置する考えはあるか。
町長答弁： 人為的なトラブルが多い。謝罪をしなくてもいいよう

なしっかりとした取組をやるということに尽きる。
動画でも視聴可能です。



第 140 号（9）令和４年９月発行

質
　
問

　

避
難
指
示
解
除
の
準
備
が

進
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

民
同
士
の
交
流
活
動
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
町
へ
の
帰
属
意

識
の
再
構
築
、
町
づ
く
り
へ

の
参
加
意
欲
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　

町
長
答
弁

　

全
国
各
地
で
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
町
民

の
皆
さ
ん
の
絆
の
維
持
は
重

要
で
あ
り
、
避
難
先
で
の
交

流
に
お
い
て
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
町
民

の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
の

事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
双

葉
町
心
の
復
興
事
業
補
助
金

を
交
付
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。再

質
問

　

避
難
指
示
解
除
に
よ
る
分

断
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
で

町
民
の
だ
れ
も
が
町
を
訪

れ
、
交
流
す
る
機
会
の
創
出

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
こ
の
取
組
主
体
者
へ
の

支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

心
の
復
興
事
業
補
助
金

等
々
を
利
活
用
し
な
が
ら
、

交
流
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

再
々
質
問

　

東
北
沿
岸
被
災
地
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
際
に
、
住
民

自
ら
が
避
難
者
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
行
政
計
画
に
反

映
さ
せ
た
と
い
う
事
例
も
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
的

な
人
材
の
発
掘
、
支
援
が
つ

な
が
り
づ
く
り
の
近
道
だ
と

思
う
が
、
そ
の
た
め
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
復
興
支

援
員
な
ど
の
支
援
強
化
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

町
長
答
弁

　

一
生
懸
命
に
町
の
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
人
た
ち
を
核
に
輪
が
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
の
も
ひ

と
つ
の
方
法
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
方
た
ち
に
、

町
に
対
し
て
意
見
を
言
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
町
と
し
て
も
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＜山根議員のその他の質問（概要）＞
公共空間の復旧・整備について
質　　問： 避難指示解除後の町内において、幅広い世代の町民や

来町者が気軽に利用できる公園や公共トイレなどの確
保の必要性を問う。

町長答弁： そういった環境づくりは大切。コミュニティーセンター
や図書館等の活用を検討していく。

再 質 問 ： 震災前、町民体育祭などの行事が行われていた場所を
利活用することが重要だと考えるが、町の考えは。

町長答弁： 今後の利活用は検討中だが、再利用できるものは利用
していく。

再々質問： 利活用検討の際には、町民の声も聞いていく必要があ
ると思うが、住民を巻き込んでいくイメージがあるか

町長答弁： 利活用に関しては町独自にというよりも、住民の皆さ
んのいろいろな考え方をお聞きして、柔軟に対応して
いく。

答 問
「
双
葉
町
心
の
復
興
事
業
補
助
金
」
を
交
付
し

　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
同
士
の
交
流
活
動
支
援
を
継
続
す
る

町
内
で
の
交
流
促
進
を
図
る
個
人
・
団
体
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
の
必
要
性
を
問
う

山根 辰洋 議員

動画でも視聴可能です。



令和４年９月発行（10）第 140 号

質
　
問

　

町
で
は
最
高
裁
判
所
で
確

定
し
た
東
京
電
力
の
賠
償
増

額
分
に
つ
い
て
、
町
民
全
員

へ
の
水
平
展
開
の
要
求
、
原

賠
審
に
対
す
る
中
間
指
針
の

見
直
し
要
求
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
に

対
す
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

町
長
答
弁

　

中
間
指
針
が
原
賠
審
で
見

直
さ
れ
、
原
子
力
損
害
賠
償

額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
場
合
、

当
町
か
ら
東
京
電
力
へ
の
要

求
書
の
中
で
、
そ
の
支
払
い

に
向
け
た
損
害
賠
償
ス
キ
ー

ム
を
早
急
に
構
築
し
、
請
求

受
付
体
制
を
整
え
、
町
民
の

皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
行
っ
た

後
、
追
加
の
損
害
賠
償
請
求

の
受
付
を
開
始
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
対

応
を
東
京
電
力
へ
引
き
続
き

求
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

再
質
問

　

双
葉
町
民
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
対
象
人

数
が
拡
大
し
た
場
合
、
町
と

し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

裁
判
に
関
し
て
、
町
が
介

入
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

確
定
し
た
判
決
に
関
し

て
、
原
告
の
人
た
ち
だ
け
で

な
く
、
町
民
全
体
に
水
平
展

開
す
る
要
望
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
の
取
組
と
し
て

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
ひ
と

し
く
対
応
す
る
よ
う
に
と
い

う
ふ
う
な
取
組
は
今
後
と
も

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
。

答 問
東
京
電
力
に
対
し
、
損
害
賠
償
ス
キ
ー
ム
の
早
期
構
築
を
求
め
る

東
京
電
力
賠
償
増
額
に
つ
い
て

　
　
　

町
民
へ
の
水
平
展
開
に
か
か
る
町
の
サ
ポ
ー
ト
を
問
う

小川 貴永 議員

動画でも視聴可能です。

＜小川議員のその他の質問（概要）＞

食品生産に関する第一次産業の安全性の確保について

質　　問： 町における農業や畜産業などの食品を生産する事業

において、消費者に安全性を示すのは非常に重要で

あると思うが、町の対応を問う。

町長答弁： 自家消費野菜等の放射性物質簡易検査の継続、県と

連携し、徹底したモニタリング検査を実施し、安全

性を確認した上で出荷とするよう取り組む。

再 質 問： 営農品目の検査結果の周知方法、営農品目以外の山

菜、キノコ、イノシシなどの野生動物の検査結果の

周知方法について伺う。

町長答弁： ご指摘あった農作物だけではなくて、山菜、キノコ、

イノシシ、などの線量検査についてもホームページ

で公表していくとともに、避難指示解除して住民帰

還が始まった場合には、戻られた方に個別に周知徹

底していく。



第 140 号（11）令和４年９月発行

　令和４年第４回議会臨時会が７月13日、双葉町いわき事務所で開かれ、提出された議案は
すべて可決されました。

●備品購入契約の締結について
　（町内医療施設什器備品購入）
　金　額　6,471,168円
　相手方　株式会社　双葉事務器
　　　　

● 備品購入契約の締結について
　（町内医療施設医療機器備品購入）
　金　額　88,516,230円
　�相手方　東北アルフレッサ株式会社
　　　　　

令和４年第４回臨時会令和４年第４回臨時会　　７月13日７月13日

　５月24日、富岡町文化交流センター学びの森にお
いて、双葉地方町村議会議員を対象に研修会が開催
されました。

●�演題　福島復興と2050年カーボンニュートラル
　　現下の状況、地球温暖化のリスク、パリ協定、
　　　日本の取組、福島での取組、福島国際教育研究拠点構想について

●講師　早稲田大学法学部教授　森本　英香　氏

　６月29日・30日、富山県黒部市議会総務文教委員会による行政視察が、双葉町の避難先に
おける仮庁舎等業務体制や双葉町の復興状況について調査をすることを目的に行われました。
　６月29日には双葉町立学校仮設校舎や双葉町いわき事務所に来訪され、伊澤史朗町長や舘
下明夫教育長から復興状況等について説明を受けたのちに、活発な意見交換が行われました。
　６月30日には双葉町内において、駅西地区や双葉町役場庁舎などの視察を行いました。

双葉地方町村議会議員研修　双葉地方町村議会議員研修　５月24日５月24日

富山県黒部市議会富山県黒部市議会
総務文教委員会行政視察総務文教委員会行政視察　　６月29日・30日６月29日・30日

（ ）



令和４年９月発行（12）第 140 号

　

双
葉
町
に
戻
る
と
、
撤
去
さ
れ
た
建

物
跡
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
頭
に
浮
か

ん
で
き
て
東
日
本
大
震
災
前
の
風
景
が

蘇
っ
て
き
ま
す
。
あ
れ
か
ら
11
年
が
経

ち
、
復
興
と
い
う
言
葉
は
非
常
に
重
い

も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

白
山
神
社
に
お
参
り
を
し
、
双
葉
町

を
山
頂
か
ら
見
渡
す
と
子
供
の
こ
ろ
の

記
憶
が
思
い
出
さ
れ
、
故
郷
は
か
け
が

え
の
な
い
も
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

双
葉
町
へ
の
思
い
を
込
め
て
議
会
だ

よ
り
ふ
た
ば
第
１
４
０
号
の
編
集
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
感
想

な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。�

（
小
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
編
集
委
員
会
】
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山
根
辰
洋

　

副
委
員
長　

小
川
貴
永　

委　
　

員　

作
本
信
一

　

委　
　

員　

石
田　

翼

編
集
後
記

議
会
の
う
ご
き

双葉町議会事務局
電話:0240-33-2111
FAX:0240-33-2115
メールアドレス:
gikai@town.futaba.fukushima.jp

６ 

月

１
日
～
２
日　

双
葉
地
方
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
合
同
要
望
活
動

３
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

７
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
全
員
協
議
会

14
日
～
16
日　

令
和
４
年
第
２
回
議
会
定
例
会

16
日　

議
会
全
員
協
議
会

29
日
～
30
日　

富
山
県
黒
部
市
議
会
総
務
文
教
委
員
会
行
政
視
察

30
日　

県
議
長
会
主
催　

町
村
議
会
広
報
研
修
会

７ 

月

３
日　

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

７
日　

双
葉
町
観
光
協
会
総
会

10
日　

標
葉
郷
騎
馬
会
出
陣
式

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

令
和
４
年
第
４
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会　

15
日　

松
野
官
房
長
官　

町
内
視
察

19
日　

宗
清
復
興
大
臣
政
務
官　

町
内
視
察

23
日　

標
葉
郷
相
馬
野
馬
追
祭
出
陣
式

26
日　

大
熊
町
・
双
葉
町
合
同
要
望
活
動

27
日　

双
葉
町
表
彰
審
査
会

29
日　

議
会
全
員
協
議
会

30
日　

公
明
党
復
興
加
速
化
本
部　

町
内
視
察

８ 

月

10
日　

双
葉
町
役
場
新
庁
舎
内
覧
会

23
日　

福
島
県
町
村
議
会
正
副
議
長
・
事
務
局
長
研
修
会

24
日　

双
葉
地
方
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

26
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

27
日　

双
葉
町
役
場
新
庁
舎
開
庁
式

29
日　

双
葉
駐
在
所
開
所
式

30
日　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
式

議会だよりへの議会だよりへの
ご意見･ご感想ご意見･ご感想をを
お寄せください。お寄せください。

福
島
県
町
村
議
会

福
島
県
町
村
議
会

　
　
　

広
報
研
修
会

　
　
　

広
報
研
修
会

　令和４年６月30日福島市「とうほう・みんなの
文化センター」において、県内議会広報編集委
員を対象とした研修会が行われました。


